
 

湘南医療大学 専攻科規程 

〔令和４年４月１日〕 

 〔令和４年９月２１日〕 

最新改正日〔令和６年４月１日〕 

 

 

（趣旨）  

第１条  この規程は、湘南医療大学（  以下「本学」という。）学則第５条の

２第２項の規定に基づき、本学が設置する専攻科に関して必要な事項を定め

る。  

 

（専攻科）   

第２条  専攻科は、本学の理念に基づき、学士課程における看護学の知識技

術を基盤とし、専門的な助産学や公衆衛生看護学の知識と実践的な技術を精

深な程度において教授し、高い倫理観を兼ね備えた実践家である助産師及び

保健師を養成することを目的とし、助産学専攻及び公衆衛生看護学専攻を置

く。  

２  助産学専攻では、本学の理念に基づき、学士課程における看護学の知識

技術を基盤とし、産科医療の高度化・多様化に対応し、地域母子保健を支え

る実践力を身につけ、諸問題に対応できる実践家としての助産師を養成する

ことを目的とする。  

３  公衆衛生看護学専攻は、本学の理念に基づき、学士課程における看護学

の知識技術を基盤とし、倫理と安全を守り、変化する地域・社会の健康課題

に組織的に対応する公衆衛生看護活動の実践に必要な知識・技術を身につけ

た実践家として地域の保健医療福祉の向上に貢献する保健師を養成すること

を目的とする。  

 

４ 専攻科の学生定員は、次のとおりとする。  

専攻の名称 入学定員 収容定員 

助産学専攻 15 名 15 名 

公衆衛生看護学専攻 20 名 20 名 

 

（専攻科長）  

第３  条 専攻科に専攻科長を置く。 

 

（審議事項） 

第４条  専攻科の教育・研究に関する審議事項については、専攻科委員会（以下

「委員会」という）において審議する。  

 

（修業年限）  

第５  条 専攻科の修業年限は、１年とする。  

 

（在学年限）  

第６条 学生は、２年を超えて在学することができない。 



（入学の資格）  

第７条 専攻科に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、看護師資格を有

する者又は看護師国家試験に合格した者とする。なお、助産学専攻においては、女子である

者とする。 

（１）大学を卒業した者  

（２）学士の学位を授与された者 

（３）外国において学校教育における１６年の課程を修了した者 

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修するこ

とにより当該外国の学校教育における１６年の課程を修了した者 

（５）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教

育における１６年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するも

のとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大

臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するも

のを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

（７）文部科学大臣の指定した者 

 

（入学の出願）  

第８条 入学を志願する者は、入学願書に入学検定料及び所定の種類を添え

て、指定期  

日までに本学に願い出なければならない。  

 

（入学者の選考）  

第９条 入学者の選考は、学力試験その他の方法による。 

２ 入学者の選考に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（入学手続及び入学許可） 

第１０  条 前条の選考に基づき合格の通知を受けた者は、指定された期日ま

でに所定  

の書類を提出するとともに、所定の学生納付金を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者について、入学を許可する。 

 

（教育課程）  

第１１条 専攻科の教育課程、授業科目の名称及び単位数並びに修了に必要な

単位数  

は別表１のとおりとする。 

 

（授業の方法）  

第１２条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技等により行うものと

する。 

 

（単位の認定、科目の修得及び評価）  

第１３条 授業科目を履修し、単位認定試験に合格した者には、所定の単位を

与える。  

２ 試験に関し、必要な事項は別に定める。  

 

（成績の評価）  



第１４条 成績の評価は、秀・優・良・可・不可の５ 種とし、秀・優・良・可

を合格、 

不可を不合格とする。  

 

（履修方法）  

第１５  条 専攻科生は、１年以上在学し、所定の授業科目を履修しなければな

らない。  

２ 前項の履修方法については別に定める。  

 

（休学、退学及び除籍） 

第１６条 休学、退学及び除籍については、本学学則の関係規定を準用する。ただし、休学

期間は通 

  算して１年を超えることができない。 

 

（修了）  

第１７条  学長は、専攻科の教育課程を修了した者については、委員会の意見を聴い

て、修了を  

認定し、修了証書を授与する。  

 

（資格） 

第１８条 前条により修了を認定された者は、専攻ごとに以下の受験資格が取得

できる。 

 

 

専攻の名称 国家試験受験資格 

助産学専攻 助産師国家試験受験資格 

公衆衛生看護学専攻 保健師国家試験受験資格 

 

（表彰及び懲戒） 

第１９条 表彰及び懲戒については、本学学則の関係規定を準用する。 

 

（入学検定料及び学生納付金） 

第２０  条  専攻科の入学検定料及び学生納付金については別表２に定める。 

 

（納付した授業料等）  

第２１  条  納付した入学検定料及び学生納付金は、特別の事情がある場合を

除き返戻  

しない。  

 

（準用） 

第２２条 この規程に定めるもののほか、専攻科の学生に関し必要な事項は，学則等学内規

程に定める学部学生に関する規定を準用する。ただし，これによりがたい場合は，学長が

別に定める。 

  

  

（改廃） 



第２３条  この規程の改廃は、理事会の議を経て理事長が決定する。 

  

附 則 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。  

１ この規程は、令和４年９月２１日から施行し、改正後の第２条及び第７

条の規定   

は、令和４年４月１日から適用する。 

１ この規程は、令和６年４月１日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別表１】 

１）湘南医療大学専攻科公衆衛生看護学専攻 

科目 

区分 
授業科目の名称 

配当 

年次 
単位数 

1単位 

当たりの 

時間数 

履修方法 

及び 

卒業要件 

専
門
領
域 

公衆衛生看護学Ⅰ（原論・保健指導論） 

公衆衛生看護学Ⅱ（管理論・統合） 

公衆衛生看護活動論Ⅰ（ライフサイクル対応型） 

公衆衛生看護活動論Ⅱ（健康課題対応型） 

ヘルス・プロモーション演習 

地域アセスメント演習 

公衆衛生看護マネジメント演習 

公衆衛生看護学研究 

前期 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

2 

15 

15 

15 

15 

30 

30 

30 

30 

全
単
位
必
修 関

連
領
域 

疫学 

保健統計学 

保健医療福祉行政論 

地域活動特別演習 

前期 

前期 

前期 

通年 

2 

2 

2 

2 

15 

15 

15 

30 

臨
地

実
習 

公衆衛生看護学実習Ⅰ 

公衆衛生看護学実習Ⅱ 

後期 

通年 

4 

2 

45 

45 

卒業要件単位数（最低単位数）    33単位（33単位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２）湘南医療大学専攻科助産学専攻 

科目 

区分 
授業科目の名称 

配当 

年次 
単位数 

1単位 

当たりの 

時間数 

履修方法 

及び 

卒業要件 

基
礎
助
産
学
領
域 

助産学概論 

基礎助産学Ⅰ（産科領域） 

基礎助産学Ⅱ（小児領域） 

ウイメンズヘルス 

生殖遺伝学 

前期 

前期 

前期 

後期 

後期 

1 

1 

1 

2 

1 

15 

15 

15 

15 

15 

全
単
位
必
修 

関
連
領
域 

助産診断・技術学Ⅰ（妊娠期） 

助産診断・技術学Ⅱ（分娩期） 

助産診断・技術学Ⅲ（産褥・新生児期） 

助産診断・技術学Ⅳ（乳幼児期） 

助産診断・技術学Ⅴ（ハイリスク） 

健康教育論 

助産管理学 

地域母子保健論 

地域母子保健活動論Ⅰ（地域母子保健サービス） 

地域母子保健活動論Ⅱ（専門職との協働・連携） 

助産学研究 

前期 

前期 

前期 

通年 

通年 

後期 

後期 

後期 

後期 

通年 

通年 

2 

2 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

30 

30 

30 

30 

30 

15 

15 

15 

15 

30 

15 

臨
地
実
習 

助産学実習Ⅰ（継続） 

助産学実習Ⅱ（分娩介助） 

助産学実習Ⅲ（地域母子保健） 

助産学実習Ⅳ（助産管理） 

通年 

通年 

後期 

後期 

2 

8 

1 

1 

30 

30 

30 

30 

卒業要件単位数（最低単位数）    33単位（33単位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別表２】 

 

１）入学検定料 

（単位：円） 

項  目 金  額 

入学検定料 25，000 

 

 

2）学生納付金（入学金、授業料） 

 

（１）専攻科公衆衛生看護学専攻 

（単位：円） 

項  目 金  額 

入 学 金 250，000 

授 業 料 1，000，000 

合 計 1，250，000 

 

 

（２）専攻科助産学専攻 

（単位：円） 

項  目 金  額 

入 学 金 250，000 

授 業 料 1，500，000 

合 計 1，750，000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


